
議第 12号議案   

  

   横浜市会議員のハラスメント防止等に関する条例の制定  

  

 横浜市会議員のハラスメント防止等に関する条例を次のように定める。  

  

   令和８年 10月 29日提出  

  

                       市会運営委員会        

                       委員長  藤  代  哲  夫    



横 浜 市 条 例 （番 号 ） 

   横 浜 市会 議 員 のハ ラ ス メ ント 防 止等 に 関 す る 条例 

横 浜 市 会 は 、 市民 の 負 託を 受 け た議 員 によ っ て 構 成 され る 合 議制 の 機 関 とし て  

、 市 民 の 意 見を 市 政 に反 映 す る 重要 な 役割 を 担 っ て いる 。 全 ての 議 員 は 、高 い 政

治 倫 理 と 責 任を 自 覚 し、 互 い の 人権 を 尊重 し な が ら 、自 由 か つ活 発 な 議 論を 行 い  

、 誰 も が 安 心し て 議 会活 動 に 携 わる こ とが で き る 環 境を 確 保 しな け れ ば なら な い  

。 

近 年 、 ハ ラ ス メン ト の 問題 は 、 多様 化 及び 複 雑 化 し てお り 、 全国 的 に 職 場や 組

織 等 で 深 刻 な問 題 と なっ て い る だけ で なく 、 国 際 社 会に お い ても 人 権 に 関わ る 共

通 の 課 題 と して 認 識 され て い る 。ハ ラ スメ ン ト は 、 個人 の 尊 厳を 傷 つ け る重 大 な

人 権 侵 害 で ある と と もに 、 健 全 な議 会 活動 を 妨 げ 、 市民 の 信 頼を 損 な う もの で あ

る 。 

横 浜 市 会 に お いて も 、 議員 相 互 間及 び 議員 と 職 員 と の関 係 に おい て 、 そ の立 場

や 権 限 を 背 景と し た 言動 等 に よ り個 人 の尊 厳 が 損 な われ る こ とは 、 職 務 遂行 に 支

障 を 生 じ さ せ、 市 政 の円 滑 か つ 効率 的 な運 営 に 重 大 な影 響 を 及ぼ す お そ れが あ る  

。 こ の た め 、議 員 一 人ひ と り が ハラ ス メン ト に 関 す る知 識 を 習得 し 、 そ の理 解 を

深 め 、 ハ ラ スメ ン ト の防 止 に 向 けた 意 識の 醸 成 を 図 ると と も に、 ハ ラ ス メン ト 事

案 が 発 生 し た場 合 に は公 正 中 立 な第 三 者へ の 相 談 体 制を 構 築 する な ど 、 ハラ ス メ

ン ト の 防 止 及び ハ ラ スメ ン ト に 起因 す る問 題 へ の 適 切な 対 応 に着 実 に 取 り組 む 必

要 が あ る 。 

よ っ て 、 横 浜 市会 は 、 ハラ ス メ ント を 断じ て 許 さ ず 、議 員 及 び職 員 が 相 互に 人

権 を 尊 重 し 、市 民 か ら信 頼 さ れ る議 会 とし て の 使 命 を果 た し 続け る こ と を決 意 し  

、 こ の 条 例 を制 定 す る。 

（ 目 的 ） 

第 １ 条  こ の 条例 は 、 横浜 市 会 議員 （ 以下 「 議 員 」 とい う 。） に よ る ハ ラス メ ン

ト の 防 止 及び ハ ラ ス メン ト に 起因 す る問 題 へ の 適 切な 対 応 につ い て 必 要な 事 項

を 定 め る こと に よ り 、全 て の 議員 及 び職 員 が そ の 職責 を 果 たす こ と が でき る 良

好 で 安 全 な環 境 を 整 え、 も っ て市 民 から 信 頼 さ れ る議 会 の 実現 に 資 す るこ と を

目 的 と す る。 

（ 定 義 ） 



第 ２ 条  こ の 条例 に お いて 、 次 の各 号 に掲 げ る 用 語 の意 義 は 、当 該 各 号 に定 め る

と こ ろ に よる 。 

(1)  職 員  地 方 公 務 員 法（ 昭 和 25 年法律 第 261 号 ）第 ３ 条 第２ 項 に 規 定す る 一

般 職 又 は 同 条 第 ３項 第 １ 号若 し く は第 １号 の ２ に 規 定す る 特 別職 （ 議 員 を除

く 。） に 属 す る 地方 公 務 員で あ っ て、 かつ 、 本 市 に 属し 、 又 は勤 務 す る 者を

い う 。 

(2)  ハ ラ ス メ ン ト  次に 掲 げ る 行為 をい う 。 

ア  セ ク シ ュア ル ・ ハラ ス メ ン ト  相手 方 を 不 快 にさ せ る 性的 な 言 動 

イ  パ ワ ー ・ ハラ ス メ ント  職 務に 関す る 優 越 的 な関 係 を 背景 と し て 行わ れ

る 、 業 務 上 必要 か つ 相当 な 範 囲を 超 える 言 動 で あ って 、 相 手方 に 精 神 的若

し く は 身 体 的な 苦 痛 を与 え 、 相手 方 の人 格 若 し く は尊 厳 を 傷つ け 、 又 は議

員 の 活 動 環 境若 し く は職 員 の 勤務 環 境（ 以 下 「 勤 務環 境 等 」と い う 。） を

害 す る も の 

ウ  妊 娠 、 出 産、 育 児 又は 介 護 に関 する ハ ラ ス メ ント  妊 娠し た こ と 、出 産

し た こ と 、 妊娠 若 し くは 出 産 に起 因 する 症 状 に よ り活 動 し 、若 し く は 勤務

す る こ と が でき な い こと 等 を 理由 と する 言 動 又 は 妊娠 、 出 産、 育 児 若 しく

は 介 護 に 関 する 制 度 若し く は その 措 置の 利 用 に 関 する 言 動 によ り 勤 務 環境

等 を 害 す る もの 

エ  そ の 他 の ハラ ス メ ント  ア から ウま で に 掲 げ るも の の ほか 、誹
ひ

謗
ぼう

中 傷 そ

の 他 相 手 方 を不 快 に させ る 言 動で あ って 、 相 手 方 の人 格 若 しく は 尊 厳 を傷

つ け 、 又 は 勤務 環 境 等を 害 す るも の 

（ 適 用 範 囲 ） 

第 ３ 条  こ の 条例 は 、 議員 に よ る他 の 議員 又 は 職 員 に対 す る ハラ ス メ ン トに つ い

て 適 用 す る。 

（ 議 員 の 責 務） 

第 ４ 条  議 員 は、 ハ ラ スメ ン ト が個 人 の人 格 又 は 尊 厳を 不 当 に傷 つ け 、 重大 な 人

権 侵 害 に 当た る こ と を十 分 理 解し 、 何人 に 対 し て もハ ラ ス メン ト を 行 って は な

ら な い 。 

２  議 員 は 、 ハラ ス メ ント を 行 った と 疑わ れ た と き は、 自 ら 誠実 な 態 度 をも っ て

事 実 を 明 らか に し な けれ ば な らな い 。 



３  議 員 は 、 他の 議 員 がハ ラ ス メン ト に当 た る 言 動 を行 っ て いる と 認 め られ る 事

態 に 遭 遇 した 場 合 は 、当 該 議 員に 対 し厳 に 慎 む べ き旨 を 指 摘す る な ど 、ハ ラ ス

メ ン ト の ない 環 境 づ くり に 努 めな け れば な ら な い 。 

（ 議 長 の 責 務） 

第 ５ 条  議 長は 、 議 員及 び 職 員 がそ の 責務 や 能 力 を 十分 発 揮 する こ と が でき る 勤

務 環 境 等 を 確保 で き るよ う 、 議 員に よ るハ ラ ス メ ン トの 防 止 に努 め な け れば な

ら な い 。 

２  議 長 は 、議 員 に よる ハ ラ ス メン ト に起 因 す る 問 題が 生 じ た場 合 は 、 誠実 に 対

応 し な け れ ばな ら な い。 

（ 研 修 等 ） 

第 ６ 条  議 長 は、 議 員 によ る ハ ラス メ ント の 防 止 を 図る た め 、議 員 に 対 し必 要 な

研 修 等 を 実施 し な け れば な ら ない 。 

（ 外 部 相 談 窓口 ） 

第 ７ 条  議 長 は、 ハ ラ スメ ン ト を受 け た旨 の 議 員 又 は職 員 か らの 相 談 （ 以下 「 ハ

ラ ス メ ン ト相 談 」 と いう 。） に対 応 する た め の 窓 口と し て 、議 長 が 別 に定 め る

と こ ろ に より 、 横 浜 市会 ハ ラ スメ ン ト外 部 相 談 窓 口（ 以 下 「外 部 相 談 窓口 」 と

い う 。） を設 置 す る 。 

２  外 部 相 談窓 口 の 相談 員 に は 、ハ ラ スメ ン ト に 関 して 識 見 を有 す る 者 を充 て る  

 。 

３  相 談 員 は 、ハ ラ ス メン ト 相 談に 関 し、 次 に 掲 げ る事 項 に つい て 対 応 する も の

と し 、 そ の内 容 を 議 長へ 報 告 しな け れば な ら な い 。 

(1)  事 実 関 係 の 調 査 

(2)  当 事 者 及 び 関 係 者 （以 下 「 当 事者等 」 と い う 。） に 対 する 適 切 な 指導 及 び

助 言 

４  相 談 員 は 、当 事 者 等に 対 し 、事 情 の聴 取 及 び 書 類、 物 件 その 他 の 調 査に 必 要

な 資 料 の 提出 を 求 め るこ と が でき る 。 

５  当 事 者 等 は、 相 談 員に 対 し 、意 見 書を 提 出 し 、 及び 書 類 、物 件 そ の 他の 立 証

に 必 要 な 資料 を 提 出 する こ と がで き る。  

６  相 談 員 は、 ハ ラ スメ ン ト 相 談に 係 る事 案 が 当 事 者等 及 び 市会 の 運 営 に及 ぼ す

影 響 等 を 総 合的 に 考 慮し て 、 更 なる 調 査又 は 対 応 措 置が 必 要 であ る と 判 断し た



場 合 は 、 議 長に 対 し 、次 条 に 規 定す る 横浜 市 会 ハ ラ スメ ン ト 対策 委 員 会 の設 置

を 要 請 す る とと も に 、当 該 委 員 会の 設 置後 速 や か に 前３ 項 の 規定 に よ り 把握 し

た 情 報 及 び 資料 を 引 き継 ぐ も の とす る 。 

（ 対 策 委 員 会 ） 

第 ８ 条  議 長は 、 前 条第 ６ 項 の 規定 に よる 相 談 員 か らの 要 請 に基 づ き 、 ハラ ス メ

ン ト 相 談 に 係る 事 案 につ い て 調 査審 議 する た め 、 議 長が 別 に 定め る と こ ろに よ

り 、 横 浜 市 会ハ ラ ス メン ト 対 策 委員 会 （以 下 「 対 策 委員 会 」 とい う 。） を設 置

す る 。 

２  対 策 委 員会 は 、 委員 ３ 人 を もっ て 組織 す る 。 

３  委 員 に は、 ハ ラ スメ ン ト に 関し て 識見 を 有 す る 者を 充 て る。 

４  対 策 委 員会 は 、 前条 第 ６ 項 の規 定 によ り 外 部 相 談窓 口 の 相談 員 か ら 引き 継 い

だ 事 案 に 関 し、 次 に 掲げ る 事 項 につ い て調 査 審 議 し 、そ の 結 果を 議 長 に 報告 し

な け れ ば な らな い 。 

(1)  事 実 関 係 の 調 査 

(2)  ハ ラ ス メ ン ト の 認 定 及 び評 価 

(3)  ハ ラ ス メ ン ト の 再 発 防 止の た め に必 要 な 措 置 

５  対 策 委 員 会は 、 当 事者 等 に 対し 、 事情 の 聴 取 及 び書 類 、 物件 そ の 他 の調 査 審

議 に 必 要 な資 料 の 提 出を 求 め るこ と がで き る 。 

６  当 事 者 等 は、 対 策 委員 会 に 対し 、 意見 書 を 提 出 し、 及 び 書類 、 物 件 その 他 の

立 証 に 必 要な 資 料 を 提出 す る こと が でき る 。 

７  対 策 委 員 会は 、 当 事者 か ら 申出 が あっ た と き は 、意 見 陳 述の 機 会 を 与え な け

れ ば な ら ない 。  

（ 調 査 へ の 協力 ） 

第 ９ 条  議 員 及び 職 員 は、 外 部 相談 窓 口の 相 談 員 及 び対 策 委 員会 の 委 員 が行 う 調

査 へ の 協 力を 求 め ら れた 場 合 には 、 誠実 に 対 応 し なけ れ ば なら な い 。 議員 又 は

職 員 で な くな っ た と きも 同 様 とす る 。 

（ 対 応 措 置 ） 

第 10 条  議 長 は、 第 ８ 条第 ４ 項 の対 策 委員 会 に よ る 調査 審 議 にお い て 、 議員 が ハ

ラ ス メ ン トを 行 っ た と認 め ら れた と きは 、 同 項 の 報告 に 基 づき 、 当 該 議員 に 対

し 、 注 意 喚起 、 ハ ラ スメ ン ト の中 止 の求 め そ の 他 の必 要 な 措置 を 講 ず るも の と



す る 。 

２  議 長 は 、 議員 が 前 項の 規 定 によ る 措置 に 応 じ な いと き 又 はハ ラ ス メ ント に よ

る 被 害 の 継続 若 し く はハ ラ ス メン ト の再 発 を 防 止 する た め やむ を 得 な いと 認 め

る と き は 、あ ら か じ めハ ラ ス メン ト 相談 を 申 し 出 た者 の 意 見を 聞 い た 上で 、 第

８ 条 第 ４ 項の 報 告 に 基づ き 、 ハラ ス メン ト を 行 っ た議 員 の 氏名 、 事 案 の内 容 、

調 査 結 果 等の 全 部 又 は一 部 の 公表 そ の他 の 必 要 な 措置 を 講 ずる も の と する 。 こ

の 場 合 に おい て 、 議 長は 、 公 表し よ うと す る と き は、 あ ら かじ め 、 各 会派 の 代

表 者 等 に 報告 す る も のと す る 。 

（ プ ラ イ バ シー の 保 護及 び 秘 密 の保 持）  

第 11 条  議 員 、外 部 相 談窓 口 の 相談 員 、対 策 委 員 会 の委 員 そ の他 の ハ ラ スメ ン ト

相 談 に 関 する 事 案 に 携わ る 者 は、 当 該事 案 に 関 し 当事 者 等 のプ ラ イ バ シー に 十

分 配 慮 す ると と も に 、職 務 上 知り 得 た秘 密 を 漏 ら して は な らな い 。 そ の職 を 退

い た 後 も 同様 と す る 。 

（ 不 利 益 取 扱い の 禁 止） 

第 12 条  議 員 は、 ハ ラ スメ ン ト 相談 を 行っ た こ と 、 外部 相 談 窓口 又 は 対 策委 員 会

に よ る 調 査に 協 力 し たこ と そ の他 ハ ラス メ ン ト 相 談に 関 す る対 応 を 理 由と し て  

、 当 事 者 等に 対 し 不 利益 な 取 扱い を して は な ら な い。 

（ 職 務 の 代 理） 

第 13 条  こ の 条例 の 規 定に よ る 議長 に 属す る 権 限 の 行使 は 、 ハラ ス メ ン ト相 談 に

係 る 事 案 の当 事 者 が 議長 の と きは 、 地方 自 治 法 （ 昭和 22 年 法律 第 67 号 ）第 106

条 第 １ 項 の規 定 に 準 じて 副 議 長が 、 議長 及 び 副 議 長が と も に当 事 者 と なっ た と

き は 、 同 法第 107 条 の規 定 に 準じ て 年長 の 議 員 が その 職 務 を代 理 す る 。 

（ 委 任 ） 

第 14 条  こ の 条例 に 定 める も の のほ か 、こ の 条 例 の 施行 に 関 し必 要 な 事 項は 、 別

に 定 め る 。 

附  則 

（ 施 行 期 日 ） 

１  こ の 条 例は 、 議 長が 定 め る 日か ら 施行 す る 。 

（ 適 用 ） 

２  こ の 条 例 の規 定 は 、施 行 日 以後 に 行わ れ た ハ ラ スメ ン ト のう ち 、 当 該ハ ラ ス



メ ン ト が 行わ れ た 際 現に 議 員 の職 に ある 者 （ 以 下 この 項 に おい て 「 現 職議 員 」

と い う 。） か ら 他 の 現職 議 員 又は 現 に職 員 の 職 に ある 者 が 受け た も の につ い て

適 用 す る 。 

（ 見 直 し 等 ） 

３  こ の 条 例 の規 定 は 、こ の 条 例の 施 行後 、 社 会 環 境の 変 化 及び こ の 条 例の 施 行

状 況 等 を 勘案 し 、 必 要が あ る と認 め ると き は 、 検 討が 加 え られ 、 そ の 結果 に 基

づ い て 必 要な 措 置 を 講ず る も のと す る。  

 

   提  案  理  由 

 横 浜 市 会 議員 に よ るハ ラ ス メ ント の 防止 及 び ハ ラ スメ ン ト に起 因 す る 問題 へ の

適 切 な 対 応 につ い て 必要 な 事 項 を定 め るこ と に よ り 、全 て の 議員 及 び 職 員が そ の

職 責 を 果 た すこ と が でき る 良 好 で安 全 な環 境 を 整 え 、も っ て 市民 か ら 信 頼さ れ る

議 会 の 実 現 に資 す る ため 、 横 浜 市会 議 員の ハ ラ ス メ ント 防 止 等に 関 す る 条例 を 制

定 し た い の で提 案 す る。 


